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はじめに 

 

 国分寺市公民館運営審議会では，これまで３つの答申を提出してきた。各

期のテーマは，第1期が「地域づくりを目指した公民館のあり方」，第２期が

「国分寺のまちを学び共に創りだす公民館活動の今後について」，第３期が

「新型コロナウイルス感染症対策下における公民館の役割」であった。 

 国分寺市の公民館では，これらの提言に基づき運営・事業を展開している。

現在は，利用者の高齢化，市民の学習ニーズの多様化など様々な課題がある

中で，幼児から高齢者まで多様な年齢層がそれぞれの自己実現を図るととも

に，相互につながり学びあい，よりよい公民館活動が継承されていくことが

求められている。 

 国分寺市公民館ではこのような活動を「持続可能な公民館活動」と呼び，

「ひととひとをつなぐ持続可能な公民館活動について」を諮問事項とし，次

の具体的なテーマを設定した。(1)幼児から若者の世代にとって身近に感じら

れる公民館の運営，(2)就労，子育て等の現役世代が気軽に集える公民館運営，

(3)すべての世代が公民館を舞台につながることができる公民館運営。 

 本審議会は上記の諮問に対する答申作成にあたり，「公民館と他施設・他団

体との連携」「事業企画に対する市民参画」「的確な情報発信」という３つの

視点を抽出し，それぞれに対応する検討グループを設置して答申内容を練り

上げた。本答申が，国分寺市の公民館活動の持続可能性を高めるとともに，

コミュニティの活性化と地域づくりに貢献できることを願ってやまない。 
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本答申の要旨 

 

 本答申は，Ⅰ～Ⅳ及び「むすび」から構成されている。これらの要旨を以

下に整理する。詳細は，各章の具体的な記述を参照されたい。 

 

Ⅰ 公民館の現代的意義と本答申の視点 

 

 公民館は，孤立や分断が進行するウィズ・コロナの時代にあって，人々が集い，

つながり，より良い自分と地域を創っていく上で，なくてはならないものである。

それは，同じ地域に住む人々が地域を愛し世代を超えたネットワークを築く中で，

バラバラになっている個人をつなげ，互いに生きていくための力を与え合う場とし

ての役割を持つものである。 

 本答申は，公民館のこうした現代的意義を大切にし，ひととひとをつなぐ持続可

能な公民館活動を実現するため，「公民館と他施設・他団体との連携」「事業企画に

対する市民参画」「的確な情報発信」という３つの視点から提案をまとめたもので

ある。下記のⅡ～Ⅳがこれらの視点に対応した提案の骨子である。 

ただし，国分寺市の公民館は，すでに特色ある事業を多様に展開している（それ

らは答申本文の随所に紹介している）。本答申における提案は，それらをさらに発

展させるとともに新規の事業を創出するための課題として，何回にもわたる丁寧な

議論から生まれたものである。 

 

Ⅱ 豊かな公民館活動を生み出す連携の拡充 

  

 連携とは，独自の個性をもついくつかの施設や団体あるいは個人が，包括的な目

的を共有しつつ，その目的達成のために共同で活動することである。ここでは，以

下の連携を提案する。 
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（１）公民館同士及び他の施設との連携 

 市内５館同士，対児童館・図書館，対市外諸施設との連携により，単独ではでき

ない講座・事業等の企画・運営を行う。 

（２）公民館と地域の運営に関連する諸団体との連携 

 市民活動団体，町内会あるいは一部の社会教育団体など地域ガバナンスに関連す

る諸団体と連携する。「地域会議」のさらなる充実も重要である。 

（３）公民館と学校との連携 

 日常のコミュニケーション，学校を利用した公民館事業，学生・生徒からのアイ

デア募集，運営サポート会議を通した連携，相互の資源活用を図る。 

（４）連携による情報の収集・共有と発信 

 市内外の施設や団体等の事業情報を公民館が一元的に収集し，広報誌，インター

ネット，ＳＮＳなどを通じて発信する。 

 

Ⅲ すべての世代の参画に基づく事業企画 

 

講座をつくるためには，様々な世代やテーマに関する当事者の声を事業企画に活

かしていく必要がある。そのため，市民が事業企画に参画し，職員と共に講座を企

画していくための新たな仕組みを提案する。 

（１）『企画募集チラシ』で市民参画のきっかけづくり 

 市民が事業企画に参画できる，ということを周知するためのチラシを作成し，市

内の多様な施設で配布する。 

（２）公開企画会議・企画大会の実施 

公民館の利用者・未利用者のどちらでも参加できる「公開企画会議」，「企画大

会」（中高生部門も特設）を行い，市民がやりたいことを持ち込める場を用意す

る。 
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（３）図書館・児童館との事業企画 

図書館・児童館と公民館が共に事業企画を行う体制づくりが必要である。とくに

児童館については，子どもたちに企画を経験してもらうことも検討する。 

（４）学校との事業企画 

総合的な学習の時間や職場体験を，「公民館の講座を考えてみる」といった内容

で行う。逆に，「国分寺学」などの授業に公民館関係者を派遣する。 

（５）事業企画を進める上での重要なポイント 

 主なポイントは，次のとおりである。①実際に顔を合わせて話をする機会を持

つ。②企画は公民館の外で生まれる。③それぞれの分野にいるコーディネーターに

つながっていく。④事業企画する・講座主催するという経験を楽しんでもらう。⑤

具体的に困っている事や課題，また講座の開催に向けて必要なことをみんなで共有

していく。 

※「講座をつくる」という学び方があるという考えを普及することが重要。 

 

Ⅳ 地域の拠点「公民館」からの情報発信 

 

公民館には様々な「きっかけ」が転がっている。この「きっかけ」を多くの市民

につかんでもらうためには，まず公民館に足を運んでもらう必要がある。それに

は，魅力的な情報発信が不可決である。 

（１）ターゲットの明確化 

講座や事業によって対象となる人やターゲットを絞って発信する。 

（２）市民と職員のコミュニケーション 

 魅力あるチラシ作成のために，講座参加者のアイデアを活用する。 

（３）「次に核になる人」の係わり 

 持続可能な公民館活動のため，後の世代に役割を引き継いでいく。 

（４）ガイドブックの作成 

各館の特色や講座などを載せたガイドブックを作り，配布する。 
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（５）発信内容の３つの柱 

 公民館の魅力，発見できる魅力，繋がれるという３つの柱を有効活用する。 

（６）キャッチーなワードの活用 

 講座の魅力を発信するため，遊び心やキャッチーなワードも活用する。 

 

むすび―３つの視点に基づく施策推進の条件― 

 

Ⅱ～Ⅳで述べた施策を推進することにより，子どもから高齢者まで，未利用者を

含めてあらゆる世代の市民が公民館を利用する可能性が飛躍的に高まるはずであ

る。 

ただし，それには下記の条件が満たされなければならない。 

第１に，職員の力量の維持・向上である。Ⅱ～Ⅳで記述したことを実現し，さら

には新たな展開を促すには，効果的な研修や資質の高い職員の確保が不可欠であ

る。 

第２に，日常的なコミュニケーションの促進である。市民同士や市民と職員，あ

るいは公民館関係者とその他の施設・団体の関係者など，多様な人々の間でコミュ

ニケーションが誘発される環境が必要である。 

第３に，公民館と学校との関係を密にしておくことである。コミュニティ・スク

ール協議会などを媒介に，公民館と学校，つまり公民館職員と学校の教職員との関

係を日常から丁寧に築いていくことが求められる。 

以上のように，職員の力量，コミュニケーション，対学校関係といった，基礎的

な条件を整えることが不可欠である。これらを高いレベルで担保し，諮問事項であ

る持続可能な公民館活動の実現に向けて邁進してもらいたい。  
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Ⅰ 公民館の現代的意義と本答申の視点 

 

１ 公民館の現代的意義 

 

公民館は，「つどう・まなぶ・つながる」ための場だと言われている（文部

科学省作成のパンフレット「公民館（日本語版）」（2010年）より）。コロナ禍

を経験した今，私たちは，このことの大切さを痛感している。 

私たちは，１つの場に集うことにより，互いに情報を交換し対話や議論を

重ねることをとおして，多くの気づきやアイデアを得る。それらは，困りご

とや悩みごとについての解決の方策はもとより，これからやってみたいこと

や仲間と一緒に創ってみたいことなど，多種多様である。そうした活動の中

から，自分のためあるいは誰かのために何かしようとするボランタリーな意

欲が生まれてくる。このことは，同時に，集まった人同士が，互いに他者を

認め合い，ともに生きていく知恵を創り出し，互いに高め合う過程でもある。 

このように考えると，公民館は，孤立や分断が進行するウィズ・コロナの

時代にあって，人々が，集い，つながり，より良い自分と地域を創っていく

上で，なくてはならないものである。それは，すでに活動しているグループ

やサークルに活動の場を提供するという役割にとどまらず，何よりも，同じ

地域に住む人々が地域を愛し世代を超えたネットワークを築く中で，バラバ

ラになっている個人をつなげ，互いに生きていくための力を与え合う場とし

ての役割を持つものである。 

こうした公民館の現代的意義をふまえると，すべての人に開かれ，自由に

参加し活動することができる場として，さらなる具体的な取り組みが求めら

れていると言えよう。このたびの答申は，それを推進するための事業や運営

のあり方について，提案するものである。 
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２．本答申の視点 

  

 「はじめに」でも述べたとおり，当審議会に与えられた諮問事項は「ひと

とひとをつなぐ持続可能な公民館活動について」，具体的なテーマは(1)幼児

から若者の世代にとって身近に感じられる公民館の運営について，(2)就労，

子育て等の現役世代が気軽に集える公民館運営について，(3)すべての世代が

公民館を舞台につながることができる公民館運営についてである。 

 そこで審議会では，まず上記の３つのテーマに関する実態を把握するため，

各テーマに該当する事業を５つの公民館から抽出してもらい（資料２参照），

それぞれの実態，効果，課題などに関するレクチャーを受けた。それをふま

えて答申の内容を検討する中で，答申を上記３つのテーマに基づいて作成す

るよりは，「公民館と他施設・他団体との連携」「事業企画に対する市民参画」

（参画とは，物事を決める段階から参加すること）「的確な情報発信」という

３つの視点に基づいて答申を作成するほうが好ましいと判断するに至った。 

 

 その理由は次のとおりである。諮問事項の３つのテーマは世代によって分

かれており，それぞれの世代に対する公民館活動の課題を検討していくと，
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各世代にほぼ共通の視点が必要になることが分かった。そして，それらのう

ち主なものが前述の３つの視点である（写真は，これらの視点を抽出するた

めに集中的に議論した会議の結果をホワイトボードにまとめたもの）。そこで，

これらに対応する委員グループを編成し，グループごとに当該視点に基づく

答申案を作成した。それらを審議会の中で検討したうえ必要な修正を施し，

最終的に本答申として統合した。以下に続くⅡ～Ⅳが，それぞれの視点に対

応する章となっている。さらに，各視点に基づく施策の推進にとって必要と

なる共通の条件があるため，それらについては「むすび」で記述している。 
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Ⅱ 豊かな公民館活動を生み出す連携の拡充 

 

１ 公民館にとってなぜ連携が必要か 

 

 連携とは，独自の個性をもついくつかの施設や団体あるいは個人が，包括

的な目的を共有しつつ，その目的達成のために共同で活動することで，個別

の組織（個人）による活動の「弱み」を相互に補完して，それがもたらす成

果を相乗的に高める効果をもつものである。 

 公民館は，人と人とが集い，つながり，関わり合い，互いに成長すること

を促す場である。まさにそこに集う人たちが「つながり，関わり合う（まな

ぶ）」ことで社会教育の中核的な場として役割を果たすことが期待されている。

言うなれば，地域の人たちが「集い，つながり，関わり合う（まなぶ）」拠点

（空間軸としてのつながりの拠点）として，また様々な世代の人たちが「集

い，つながり，関わり合う」拠点（時間軸としてのつながりの拠点）として

の役割を担っているのである。この点において，公民館は，集会所など，す

でに活動している団体等に，貸出というサービスを提供している施設とは，

明らかに異なるものであることを改めて認識する必要がある。 

 このような公民館本来の性格からすれば，特定の地域や世代に属する人た

ち（関係する団体等を含む）による日常的な利用に加えて，これまで公民館

を利用したことのない人たちや地域の外にいる人たちが，進んで公民館に

「集い，つながり，関わり合う（まなぶ）」ことは極めて重要であり，豊かで

住みやすい地域を創っていく上で極めて大きな意義がある。 

市政の一環として，これらを促すための連携を促進・支援するための仕組

みづくりは，それを実現する上で欠くことのできない取り組みであるといえ

る。 
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２ 具体的にどのような連携が考えられるか 

 

（１）公民館同士及び他の施設との連携 

連携には様々な形がある。まず考えられるのは，公民館同士の連携である。

例えば，市内に５館ある公民館の一部または全部が連携し特定の事業（イベ

ント）の企画・実施を行うことが挙げられよう。これに加え，公民館以外の

他の公共施設との連携も重要である。 

例えば，児童館との連携については，様々なレベルで公民館と児童館とで

情報交換したり，児童館利用者である中学生にも主体的に公民館に関わって

もらい，そこでのアイデアを講座企画に反映させたりするのも１つの方法で

ある。これらの取り組みを通して若者世代にも地域とのつながりを認識して

もらい，生涯を通した取り組みの機会を提供することができると考える。ま

た，図書館との連携については，情報交換はもとより，合同で講座を実施し

たり，公民館での講座内容と図書館の所有する書籍をタイアップさせたりし

て事業内容をより充実したりすることが考えられる。さらに，特定の事業の

ポスター掲示やチラシ配布を一緒にしたりすることで参加者の幅を広げたり

することも重要である1。このような取り組みの一部は，これまでにも，市内

の公民館や関係施設との間で行われてきており，今後は，さらなる拡充が望

まれる。 

こうした取り組みにより，事業に集まる人たちの範囲が広がり，その内容

がより意義のあるものになることは言うまでもない。公民館という場で多種

多様な交流や関わり合いが生まれてこそ社会教育が活性化するのであり，そ

                        
1 令和 4年 11月に開催された「子どもまつり～興味わくワク体験まつり～」はその好例である。並

木公民館，並木図書館，しんまち児童館，市立第五中学校が連携して，子どもたちに日頃の公民館な

どでの活動の成果を発表してもらったり，様々な体験をしたりする機会を設けた。そこには約 1,600

人もの人が参加した。 
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の輪が広がることは，地域づくりにとって極めて重要な意義を持つものと考

えられる。 

他方，連携のメリットは地域住民の側だけにとどまらない。事業を企画・

実施する職員の側においても，連携をとおしての他館との情報交換やスタッ

フ同士の議論は，運営上の課題などを発見する良い機会となると考えられる。 

こうした取り組みは，市外の公民館や他の公共施設との連携においても，

同様の成果をもたらすと考えられ，まずは，市内の５公民館同士における連

携から始めて，市内か市外か，あるいは公民館か否かにかかわらず，他の施

設（図書館，児童館，その他）との連携（資料３参照）も視野に入れて，で

きるところから柔軟に連携を進めていく必要がある。 

なお，その際には，どこまで連携が進んだかを年ごとの数値（トレンド・

データ）として把握し，さらなる継続性のある取り組みの充実に資するため，

教育委員会（公民館）として逐次その進捗状況を調べ，適切に評価・点検し

ていく必要がある。 

 

（２）公民館と地域の運営に関連する諸団体との連携 

次いで，考えられる連携の形態は，市民活動団体，町内会あるいは一部の

社会教育団体など地域運営（地域ガバナンス）に関連する諸団体との連携で

ある。この場合，いくつかの場面が考えられる。 

１つ目は，施設連携と同じような，相互協力による事業の企画・実施をつ

うじての連携である。それは，前述したように，事業そのものの充実に加え，

参加者の社会教育活動として有意義な成果をもたらすものと考えられる。 

２つ目は，公民館が，市民や市民活動団体による活動（学び）の成果を一

堂に会して発表する機会を設け，情報の交流や共有の場をつくることによる

連携である。こうした取り組みは，公民館と市民・市民活動団体とが「顔が
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つながる」関係になることにとどまらず，互いに他の活動を理解し，実践レ

ベルの相互連携にもつながり得るものと考えられる。 

３つ目は，公民館を，市民活動団体や社会教育関係団体の活動拠点として

利用してもらうという取り組みである。実際に，長野県松本市のある公民館

は，昼は市民の活動の場として，夜は地域の青年団の活動拠点として利用さ

れている。こうした取り組みは，公民館にとってみれば，恒常的に人や団体

が集まり活動する場として有効に機能していることを意味しており，利用し

ている団体にとってみれば，公民館が活動のプラットフォームとして利用で

きるということになり，双方にとってメリットがある。 

ところで，地域ガバナンスに関連する諸団体との連携に関し，本多公民館，

もとまち公民館，並木公民館では，関係する機関・団体の活動状況に関する

情報共有を行ない，相互の協力関係をつくることを目指して「地域会議」が

おかれている。そのメンバーは，公民館運営サポート会議，公民館利用団体，

自治会，商店，小中学校，大学，社会福祉協議会などである。ここ数年，コ

ロナ禍により地域会議の活動は低調であったと考えられるが，今後は，地域

会議でのつながりを活かし，関係団体相互の協力のもとで，連携のさらなる

拡充が進むよう，公民館・教育委員会にとどまらず市の行政全体として支援

体制を整える必要がある。 

 

（３）公民館と学校との連携 

 さらに，公民館や学校における事業の拡充を図る観点や，若い人たちに公

民館を知ってもらい活用してもらうという観点から，小中高等学校や大学・

専門学校との連携は極めて重要である。 
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① 本市における連携事例 

本市における主な連携事例としては，市立第九小学校の「総合的な学習・

赤米を栽培しよう」の活動がある。これは，教師が赤米栽培の知識やノウハ

ウをあまり持っていないこともあり，恋ケ窪公民館が同公民館利用者による

団体「赤米セミナーレ」を学校側に仲介したところ，稲作にかかる種蒔きか

ら収穫までの一連の活動実践が可能になったという事例である。これは，「赤

米セミナーレ」と小学校が連携したことで，一見不可能と思われることも可

能になることを示しており，学校の教育活動を実現するために公民館が橋渡

しをした好事例といえる。ここではまた，大人たちの活動を子どもたちが間

近に見ることで，子どもたちは他では得られない貴重な経験を得たものと考

えられる。 

また，市立第九小学校創立50周年記念事業の一環で，恋ケ窪公民館が公民

館利用者に写真の提供を呼びかけたところ，多くの写真が提供されたという

事例がある。これにより，写真のコレクションが著しく充実したことはいう

までもない。 

上記の小学校との連携事例に加えて，中学校の関係では，市立第一中学校

から恋ケ窪公民館への依頼を受けて，平和に関する生徒の作品を公民館に展

示した事例がある。これは，公民館から学校への日常的な働きかけと，作品

を学校外に展示したいという美術教員の願いが合致して実現した事例である。

14歳の生徒の作品が公民館に展示された事例である。 

 

② 今後の方向性 

以上にあげた事例は，連携のもたらす成果の大きさを示すものである。そ

れでは，今後さらに公民館と学校との連携を発展させるためには，どのよう

なことに注力すべきであろうか。ここでは，下記の諸点を提案する。 
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１つ目は，日常のコミュニケーションである。効果的な連携を可能にする

ためには，日頃から，コミュニティ・スクール協議会などをとおして，学校

関係者と公民館関係者が交流（意見交換等）をしていることが大切である。 

２つ目は，学校施設を利用した公民館事業である。これまで行われてきた

公民館まつりや事業（イベント）の会場を学校の施設（体育館など）に設定

することで，学校の児童生徒の参加を得たり，教員や保護者等の協力を得た

り，さらには多くの市民に集まってもらったりすることが可能になる。実際，

恋ケ窪公民館と恋ケ窪公民館運営サポート会議との共催事業「お笑い芸人か

ら生き方を学ぶ」には90人もの人たちが集まり，その講座の内容は参加者か

ら高く評価されている。 

３つ目は，授業等で来館する学生・生徒からのアイデア募集である。つま

り，大学・専門学校との連携に関しては，学生による職場体験，社会教育主

事任用資格の取得を目指す学生による社会教育実習，さらには学校の単位取

得のためのボランティア活動などで公民館に来館している生徒や学生に着目

することも重要である。すなわち，公民館に来ている機会を利用して，新た

な視点や日頃の学習の成果をもとに，公民館の運営や事業について，自由に

意見やアイデアを言ってもらうのである。これは，公民館やその活動に関心

を持ってもらい，それらへの参加を促す良い機会であるという点で，連携の

第一歩といえるものである。 

４つ目は，公民館の運営サポート会議のメンバーを通した連携である。例

えば，多くの大学の教員やＰＴＡ関係者が本市の公民館の運営サポート会議

メンバーになっていることを考えると，これらの関係者が所属する学校の学

生や児童生徒に運営や事業企画に参加してもらうことも，連携の１つの方法

と考えられる。これらの取り組みに対して，公民館の運営に関わる者や学生
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がより参加しやすい体制や制度づくりを行うことが，公民館を含む市行政全

体に求められる。 

 ５つ目は，相互に資源を活用し合うことである。小中学校や大学・専門学

校と公民館の連携を一層進めていくためには，学校によって取り組みの濃淡

があることを踏まえ，例えば，公民館において学校の生徒の作品を展示した

り，反対に，学校の「国分寺学」（学校教育において，地域資源（環境，人材）

を活用し，地域に親しみ，地域に学び，地域に貢献する授業）において地域

を学ぶ時間に公民館側から人材を派遣したりするなど，公民館にコーディネ

ート機能を整備しつつ，相互に活発な資源活用が行われるような環境を整備

することが重要である。 

以上，ここでは５点を提案した。いうまでもなく，学校は，主に若い人た

ちの学びの場であり，小学校から大学まで地域に所在する学校と連携するこ

とは，若い世代に公民館を知ってもらい，彼ら彼女らの公民館利用を促し，

より上の世代との対話や交流を生み出す意義を有している。 

 

（４）連携による情報の収集・共有と発信 

他方，活動を一緒に行う連携に加えて，ともに情報を収集・共有し，協力

して情報を発信することも連携の重要な場面である。 

すなわち，市内外の施設や団体等により企画された事業などの情報を公民

館が一元的に収集し，それをこれらの施設・団体等と共有して，国分寺市民

はもとより他自治体の住民に対しても，広報誌，インターネット，ＳＮＳ

（FacebookやTwitterなどの活用）等で発信することは，連携の重要な取り組

みである。関係者の連携のもとに常時これらの情報をアップデートすること

には大きな労力が伴うが，すべての世代に公民館を知ってもらい，そこでの

活動への参加を促す上で，重要な役割を果たすものといえる。 
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Ⅲ すべての世代の参画に基づく事業企画 

 

１ 様々な世代やテーマに関する当事者が参画する意義 

 

公民館では，様々な魅力的な講座を開催している。しかし，公民館を普段

あまり使用しない市民からは，「普段使っているＳＮＳなどには，公民館の情

報は入ってこない」「行きたくても日程が合わない」「チラシのデザインから，

自分が対象者だと感じにくい」といった声も聞こえてくる。世代によって情

報の受け取り方は異なり，またテーマの絞り方なども対象者によって大きく

異なる。そのため，実際に市民に参加してもらえる講座等の事業をつくるた

めには，様々な世代やテーマに関する当事者の声を事業企画に活かしていく

ことが求められる。そのために，職員は様々な場面でヒアリングを行ってい

るが，それだけでは当事者のリアルな感覚を活かし反映していくのは難しい。

やはり，実際に市民に事業企画に参画してもらい，共に講座等の事業を企画

していくことが重要であり，それを促す仕組みが必要なのである。 

テーマに関する当事者と共に講座を企画していくことができると，どのよ

うな内容がいいのか，どのような日程がいいのか，どのような表現で広報し

ていくといいのか，どのような配慮が必要なのか，こういった１つ１つのこ

とに当事者の感覚を反映していくことができる。その結果，もっと多くの市

民が「この講座は自分のための講座だ」と感じることができ，公民館に新し

い利用者が来てもらえるのではないだろうか。 

また，社会教育施設としての公民館の役割，という視点で考えてみても，

講座を共に企画していくということの意義は大きい。当事者の抱える個人課

題を地域課題として講座にしていくことは，当人の大きな学びともなり，そ
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の学びをきっかけにつながりを広げ，新しい活動を生み出すきっかけとして

いくこともできる。 

本章では，こういったすべての世代の市民が参画し，共に進める事業企画

のための仕組みづくりについて提案する。 

 

２ 事業企画に市民が参画する仕組みの現状 

 

現在，講座づくりに市民が参加する仕組みは複数存在している。公民館の

ホームページには，公民館が市民からの講座の提案を受け付けている「事業

企画募集」というページがある。また，公民館を利用するグループと公民館

が共催で開催する講座の枠は各館に存在し，そのための企画シートなどの枠

組みは整っている。さらに，公民館運営サポート会議や利用者懇談会の参加

者と共に講座を企画することもあり，他の講座の参加者に職員が働きかけ，

新しい講座を企画していくこともある。 

これらはすでに公民館につながっている人たちとの事業企画であり，まだ

公民館を利用していない新しい参加者を呼び込むための視点や感覚を活かし

ていくといった点においては課題が残る。 

 

３ 市民が事業企画に参画した事例 

 

それでは，これまで公民館事業において，市民が参画した事業企画にはど

のようなものがあるのだろうか。いくつか具体的な事例を挙げながら，その

ポイントを整理していく。 
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（１）公民館と地域コミュニティとの共催講座 

①本多公民館とＰＴＡ連合会の共催講座 

本多公民館と「国分寺市小・中学校ＰＴＡ連合会（Ｐ連）きょうどう学習

委員会」が共催で行う教育講座がある。これは第２期国分寺市公民館運営審

議会答申で提案され，平成31（2019）年度より始まった。Ｐ連の委員が問題

意識を持ち寄り，本多公民館が講座を開催するノウハウを持ち寄ることで，

当事者の視点が入った講座をつくることができる。Ｐ連の委員の多くは公民

館と関わってきておらず，この講座で初めて公民館に足を運んだという委員

も多く，講座実施後に委員から「この企画を通して初めて公民館を知った。

自分の問題意識が講座になるとは思っていなかった」といった声も寄せられ

ている。また，コロナ禍で行われた教育講座は，オンラインとリアルのハイ

ブリッド開催（zoom等のオンラインによる参加と対面による参加（リアル）

を組み合わせた講座の開催形態）となど，現役世代の力を活かし，時代のニ

ーズに合わせた形での開催となった。 

 

②光公民館の「くにきたデザインクラブ」 

光公民館で開催された地域づくり講座「くにきたデザインクラブ」では，

国立駅北側エリアで地域活動を行っていた市民と共に事業企画を進め，新し

い地域の活動を生み出している。講座の卒業生を中心にＳＮＳ等を活用し，

もともとの地域活動の仲間を中心に，公民館利用者だけではない活動に広が

っている。また，おしゃれな雰囲気から活動に興味を持つ市民もいる。 

 

これらの事例は，どちらも職員が公民館の中だけではなく，すでに市民が

集まって活動しているところにアプローチして，共に講座の内容を企画して

いる。Ｐ連の委員からは「公民館がこういうサポートをしてくれるとは知ら
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なかった」という声も挙がるなど，公民館職員が持つ専門性を多くの市民に

伝授して広めていく機会としても，地域のコミュニティと連携して企画する

ことの意義は大きい。 

 

（２）学生の力を活かした事業企画 

①もとまち公民館の社会教育実習生による講座 

もとまち公民館で行っている社会教育実習では，実習に来ている大学生が，

学生自身で感じる地域課題をもとに講座を企画しており，より若い世代に訴

求する講座となっている。また，学生が新しいツールを活用したデザイン性

の高い広報チラシは，視覚的にも訴求している。このチラシを見た現役世代

の「最近の公民館では，私たち向けの講座をやってくれるみたいだね」とい

う声もあり，新しい市民が参加するきっかけとなっている。 

 

②高校生も運営する光公民館のイベント「ピカロック」 

光公民館で毎年開催されている音楽イベント「ピカロック（PIKA☆ROCK-

LIVE HIKARI-」では，事前にステージ照明や音響の操作に関する講座が開催さ

れており，その講座に参加した高校生が大きな役割を持って運営が行われ，

ライブに参加して演奏を披露するだけではない活躍の機会となっている。 

 

これは，どちらも大学の実習や高校の部活の枠組みで連携しており，毎年

新しい学生がやってくる。そのたびに新しい視点が入り，これまで公民館に

来たことのない人が参加する機会となっている。 
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（３）利用グループによる５館共同事業の企画 

利用グループ発案による企画もすでに実施されている。公民館運営審議会

の場で，５館のグループが集まって企画を考えたことから，５館ジョイント

コンサートがコロナ禍で中断となるまで４回開催（ほぼ毎年）された。５館

共催の催しを開催することにより，他の公民館の利用につながり，企画の規

模も大きくなり，より多くの市民に来てもらうきっかけとなった。共に事業

企画を考える機会があるということが，こういった新しい企画を生み出した

のである。 

 

（４）講座に参加するだけではなく，活躍の機会をつくる 

これらのどの事例においても，ただ講座等の事業に参加するだけではなく，

一緒に事業をつくるといった経験をすることで，より公民館について深く知

ることができ，公民館の活動に愛着を持つきっかけとなっている。特に学生

においては，講座を受けること以上に自らの活躍の機会を求めており，何か

できることがあったらやってみたいという気持ちを持っている学生はとても

多い。公民館のサポートを受けながら講座を企画していくことで，学びの機

会になるだけでなく，役に立てるという実感を持つことができ，自己肯定感

を高めることもできる。また，スマホの操作やアプリの使い方などにおいて

は，子どもや若者の方が詳しいことも多く，子どもや若者が事業企画に関わ

ることで，高齢者に教えるという形での多世代交流の機会も生まれていく。 

地域に人材がいないと言われることもあるが，実際には地域で活動してい

たり，したいと思っていたりする現役世代や学生はたくさんいる。そういっ

た若者たちに，公民館という場を使って活動してみたいと思ってもらえるよ

うなアプローチとサポート体制を，どのように提示していけるのかといった

点が重要である。 
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４ 市民参画による事業企画を促す仕組みの提案 

 

 以上のように，市民参画による事業企画として，すでにいくつかの事例が

生まれている。これらをさらに発展させるとともに，新たな市民参画が次々

と生まれてくるための仕組みを整えることが重要である。そのための具体的

な取り組みを提案する。 

 

（１）『企画募集チラシ』で市民参画のきっかけづくり 

まずは，市民が事業企画に参画できる，ということを周知していくことが

重要である。現状は，公民館のホームページに掲載してあるだけで，ほとん

どその点に絞った周知は行われていない。そのため，「一緒に講座をつくりま

せんか」といった趣旨と公民館の紹介をまとめた『企画募集チラシ』を作成

し，様々な機会で市民に届けていくといった方法が考えられる。これは，学

生や若者世代と一緒に，訴求力のあるデザイン性の高いものをつくっていく

と，より効果的である。 

『企画募集チラシ』の配布先としては，市内にある様々な施設や連携する

団体が考えられる。具体的には，図書館・児童館・地域センターなどに配架

してもらい，関心がありそうな利用者には積極的に直接配布をしてもらうよ

う依頼する。また，こくカレ（こくぶんじカレッジ），子ども子育て円卓会議，

観光まちづくり協会といった，市内の他の部署が行っている市民や活動団体

が集まる機会に出向いて行って，公民館の紹介とともに配布するといった方

法もある。ＰＴＡや社会福祉協議会などの市内の団体や，地域のお店等に配

架・配布してもらうという方法もある。チラシがあることで，職員だけでは

なく，公民館運営サポート会議のメンバーなども配布しやすくなり，より多

くの市民に届けることができる。 
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（２）公開企画会議・企画大会の創設 

実際に事業企画を行う場をつくるという事も重要である。公民館の利用

者・未利用者のどちらでも参加できる「公開企画会議」を行い，市民がやり

たいことを持ち込める場を用意する。その場は新しい利用者との出会いの場

にもなるし，すでに公民館を利用しているサポート委員やグループ利用者な

ども，講座等の事業を企画するとなると，また新しい視点で公民館とのかか

わりが生まれてくるのではないだろうか。 

上記のチラシを渡していく際にも，こういった場に参加してほしいと声を

かけることで，事業企画に参画するハードルはやや下がる。自分が何かを生

み出さないといけないのではなく，誰かと話しながら企画を考えていくとな

ると，新しい企画も浮かびやすくなる。そして，地域の中で何か活動してい

るおもしろい方と出会った時には，とりあえず公民館の「公開企画会議」に

お誘いするといったような流れができてくるとよい。それぞれの公民館の特

色を活かすことを考えると，全館が集う機会も必要である。全館が集まる公

開企画会議は年に１回程度，各館での公開企画会議は年に数回開催できると

よいのではないだろうか。 

さらに，企画会議が発展した形として，考えた企画をプレゼンして表彰す

る「企画大会」が開催できると，さらに盛り上げていくことができるであろ

う。大会で事業企画が生まれることで，アイデアを形にしていくということ

のおもしろさも広がっていく。また，中学生や高校生などの部門を設けて表

彰することで，地域の学校との連携をより強化していくこともでき，個々の

学生にも公民館を知り身近に感じてもらうきっかけとなるのではないだろう

か。 
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（３）図書館・児童館との事業企画 

国分寺市の公民館はすべて図書館と併設されており，それぞれの利用者が

行き来できるといったメリットがある。これまでも公民館の講座のチラシを

図書館に配架したり，講座の内容に合わせた書籍展示を行い，また公民館で

も講座の際に図書館から書籍を借りたりといった連携は行ってきている。し

かし，事業企画という視点での連携の実績はほとんどない。図書館で話題に

なっている本やその作者を呼んだ講座など，図書館の利用者が参加したくな

る講座を，図書館や図書館の利用者と共に企画していくということもできる。

そのために，まずは図書館と公民館が連携して共に事業企画を行う体制づく

りが重要である。 

また，公民館の近くに児童館がある地域も多い。児童館で遊ぶ子どもたち

が，公民館に触れ，使い方を知り，講座などを企画することができると知る

ことは，児童館から活動を広げていきたい子どもたちの選択肢にもなる。児

童館の中で，ゲーム大会を主催するために部屋を借りるといった手続きを行

う子どもたちもいるとのことである。そういった活動をさらに広げて，公民

館でイベントを行うこともできると知っていくと，子どもたちも地域とつな

がり，児童館を卒業する年になった時の新たな活動の拠点として公民館を活

用することができるようになる。そこから，また新しい事業企画も生まれて

いくであろう。 

こちらも，年に３～４回，定期的な情報共有や企画会議を行い，どのよう

な事業を企画していくのかを検討する機会を改めて設置していくとよいので

はないだろうか。それぞれの特色を活かした事業企画を生みだしてほしい。 
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（４）学校との事業企画 

市民と共に事業企画を行う上で，学校との連携は欠かせない。すでに，子

どもたちが地域探検や職場体験で公民館に来るといったことは行っているが，

自分たちの関心事から公民館の講座を考えてみるということを授業の中に取

り入れていくこともできるのではないだろうか。総合的な学習の時間や職場

体験を，「公民館の講座を考えてみる」といった内容で行い，その案を実際の

事業に活かしていくことで，案を出した子どもたちはもちろんその友だちや

保護者にも，公民館に足を運んでもらえるきっかけとなる。また，事業にな

らなかった案も，企画大会などの場で表彰するといったことができると，子

どもたちにとって公民館がもっと身近な存在になっていくのではないだろう

か。 

国分寺市内の公立小中学校では令和５年度より「国分寺学の創出」に取り

組んでいる。ここにも，公民館として協力できることがある。例えば，過去

に公民館で開催してきた講座やグループ企画などを一覧化し学校に提示する

ことで，教員が授業内容を考える際に，地域の人材やグループとどのような

連携ができるのかといったイメージを持ってもらうことができる。そして，

実際に講座等の事業を企画する際，公民館の職員が間に入ることで，教員の

負担を減らしながら，地域と連携して授業をつくっていくこともできる。学

校と公民館が連携して「国分寺学」を活用していくことで，子どもたちが地

域に出会い，つながっていく機会をより良いものとすることができるのでは

ないだろうか。 
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５ 事業企画を進める上での重要なポイント 

 

最後に，公民館が市民と共に事業企画を進めていく上で重要な点を述べる。

１つ目は実際に顔を合わせて話をする機会を持つという事である。コロナ禍

でなかなか顔を合わせる機会は減ってきてしまっているが，オンライン等も

活用し，直接顔を見て話すことで双方の細かいニーズまで確認することがで

きる。一方的なコミュニケーションでは事業企画は生まれない。 

２つ目としては，企画は公民館の外で生まれるということである。それぞ

れの市民の生活の場に直接出ていって話をすることで，一人ひとりが抱える

生活課題等もより具体的に把握でき，より訴求力のある事業企画にもつなが

る。 

３つ目としては，それぞれの分野にいるコーディネーターにつながってい

くということである。いきなり市民に直接つながるということは難しいが，

多くの地域課題やテーマについても，コーディネーター的な人材はいる。そ

の人に，公民館を活用していくという視点を共に持ってもらい，共に事業企

画をしていくことで，その人の後ろにいる市民とのつながりが生まれていく。 

４つ目としては，事業企画する，講座を主催するという経験を楽しんでも

らうということである。講座等の事業を企画すると聞くと，「大変そう」「人

を集めないといけない」「責任が取れない」と感じる市民も多い。しかし，自

分の生活課題が地域課題となって仲間が増えていくという活動は，本来楽し

いものである。この楽しさを感じてもらうことが重要なことであり，職員は

そのためのサポートをするといった視点が重要である。 

５つ目としては，具体的に困っていることや課題，また講座の開催に向け

て必要なことをみんなで共有していくという事である。何に困っているのか，

どんなことがあればいいのかといったことが具体的にわかると，自分の得意
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な分野で協力していく関係を築いていける。市民が活躍できるように，でき

るだけ具体的に必要なことや状況を挙げ，参画の必要性を見せていくことも

重要である。 

 

公民館は人と人をつなぐ起点である。市民が何か生活課題を感じた時に，

それは地域課題として講座にして共有していくことで，仲間をつくっていけ

るのだという，社会教育が持つ力を広めていくことは，まちづくりの力にも

なる。「講座をつくる」という学び方があるという事を多くの市民が知り，公

民館の事業企画に参画し，また公民館自体も様々な施設や地域活動団体と連

携していくことで，社会教育を中心としたまちのネットワークができあがり，

「学びの循環」（第2次国分寺市教育ビジョンのキーワードで，あらゆる場で

の学びを通じて，人と人とがつながり，互いに学び合い，学びが継承され，

まちに学びがあふれる状況を示す）を生み出すことができる。それこそがこ

れからの公民館に求められる役割ではないだろうか。 
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Ⅳ 地域の拠点「公民館」からの情報発信 

 

１ 公民館情報は届いているか 

 

公民館では，「人と人」，「人と地域」，「地域の異なる世代」がつながること

ができる。公民館は単なる貸室，箱モノではなく，活動の場所であり，発信

の場所でもあり，そこでは居場所を探すこともできる。 

国分寺市の公民館は，中学校区に一館ずつ設置され，５館で様々な講座や

事業が開設されている。各公民館ではさまざまな活動が展開されており，や

りたいことを探せるし作ることもできるのである。 

人生100年時代，生まれてからいつまでも，誰もが公民館で世代を超えて活

動して欲しい。利用経験が豊富な市民は，公民館の楽しさをわかっている。

しかし，広く市民に公民館情報は届いているのだろうか。今後，公民館活動

が持続可能性を高めるには，これまで利用していない未利用者や，将来を担

う子と親世代に公民館情報を届ける必要がある。 

誰が公民館情報を必要としているのだろうか，また必要としている人はど

こにいるのだろうか。そして，届いているのだろうか，どのような方法で届

けられるだろうか。 

 

２ 情報発信の現状  

  

現在，公民館の事業やイベント，講座を広報する方法として毎月15日発行

の『けやきの樹』，ホームページ，Twitter，各館のチラシが中心になってい

る。それらはターゲットを絞らずに全市民に発信するものであり，市民の側

からすればたまたま目に入ったとか公民館に置いてあったから見たという形
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がほとんどだと思われる。もちろんチラシ作りにもいろいろな工夫がされて

はいるが，十分に効力が発揮されているところまではいっていないと思われ

る。  

  ところで，情報発信は，タイプとメディア分類によって下記のようにグル

ープ化することができる。 

☆情報発信のタイプ （表の１，２） 

１．公民館そのものを知ってもらうこと（未利用者にとって重要） 

   例）公民館を知る講座，利用者グループ紹介企画，わくわく体験ツア

ー 

２．実施している講座・イベントの告知 

   例）人権・子育て・歴史など各種講座 グループ企画事業･共催コンサ

ートなど  

☆現状のメディア分類（表のＡ～Ｆ） 

Ａ．『けやきの樹』：まだまだ紙の情報は強い。さらに全戸に配布は情報

伝達の貴重な手段になっている。  

Ｂ．国分寺市ホームページ：意識と意欲があればアクセスして講座や事

業をいつでも探し出せる。  

Ｃ．講座紹介チラシ：公民館内に置かれていて，講座や事業をより詳細

に紹介されている。 

Ｄ．『公民館運営サポート会議だより』：各館により内容，発行頻度は異

なるが，講座参加者の体験に触れられる。  

Ｅ．地域会議・利用者懇談会・サポート会議：会議・会合は参加も多種

多様で，公民館情報がいっぱい詰まっている。 

Ｆ．ＳＮＳ等：若い世代に効果的で，情報発信のツールとしてさらなる

活用を検討しなければならない。 
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以上から，情報のタイプとメディアの関係を表にまとめると，下記のとお

りである。〇は強い関係，△は弱い関係を表す。Ａ～Ｆは上記の項目に対応

する。 

 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

１．公民館そのものを知ってもらうこと △ ○ △ ○ ○ ○ 

２．実施している講座・イベントの告知 ○ ○ ○ △ △ ○ 

 

公民館の事業や講座は，実施される内容が重要であり，情報を受け取った

自分にとってその事業や講座がプラスになり魅力があれば，公民館に足を運

んで参加する興味も湧いてくる。しかし，たとえ内容が充実していても，広

報の仕方次第では残念な結果になる（資料４参照）。 

 

３ 現状の評価を踏まえた今後の方向性 

 

２で述べた現状評価をふまえ，情報発信に関する今後の方向性を下のよう

に整理することが出来る。 

 

（１）ターゲットの明確化 

公民館からの情報発信は，これからは特に未利用者への情報発信と工夫が

大事になる。その方法の１つとして，講座や事業によって対象となる人やタ

ーゲットを絞って発信することが考えられる。例えば，小さい子供や保育関

係の講座ならば，児童館・学校・ＰＴＡなどを中心に告知をする。高齢者向

けの講座であれば，町内会の回覧板の活用，自治会，病院，公共施設への案
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内の配布が有効かもしれない。小中学校に公民館講座のメニューを渡してお

き，各学校が総合的な学習の時間での学習活動に講座を活用しやすくするの

も一案である。高校生や大学生向けであれば学校に出向いて発信が出来る。

この場合には，情報発信だけではなく，学生に対して企画段階からの参加を

提案することが，学生の関心を喚起することに有効かもしれない。子供・若

者の段階から公民館に触れることによって将来の熱心な利用者になるかもし

れず，この年齢層への情報発信はとりわけ重要である。 

 

（２）市民と職員のコミュニケーション  

ホームページも改良されつつあるが，公民館未利用者が公民館に関心を持

つきっかけを調べてみると，実際には『けやきの樹』を見て参加する人が多

い。しかし，特定の講座をクローズアップしてアピールするためにはチラシ

が有効である。情報発信はＳＮＳ等によるデジタルとチラシ等による紙の両

面から充実させることが急務であり，それには公民館の職員の工夫がより必

要になる。また，魅力あるチラシ作成のために，公民館職員の相互協力と，

講座参加者のアイデア活用が有効ではないだろうか。このような情報発信の

創意工夫と共に，さらに重要なことは，主催講座はもちろん，共催講座，利

用者独自のイベントなども，市民と職員のコミュニケーションと相互協力に

よって魅力ある事業や講座となり，それが公民館のグレードアップにつなが

る。 

 

（３）「次に核になる人」の係わり  

そして，情報を受け取る側は事業の魅力，講座の魅力を判断することにな

る。現在，公民館職員が企画立案を担ってくれている。今後，公民館の情報

発信，事業や講座の情報発信の視点からは，「子育てや教育に関心のある高校
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生，大学生，若い世代」（ここではＳＮＳが有効だろう），「利用者，グループ

で活動している人」，「核になっている人（公民館の「沼」（魅力）に浸ってい

る人）から受け継いだ，次の核になる人」が，事業や講座の企画立案の一角

に参加することが，情報発信そのものになるのではないだろうか。 

 

（４）ガイドブックの作成  

コロナ禍も収束に近づき，今まで参加を控えてきた人も公民館に足を運ぶ

事が増えると思われる。各館の特色や講座などを載せたガイドブックを作り，

人の集まる場所に置いてもらい，手引きにすることもできる。若者層には，

各種メディアやＳＮＳの活用を工夫しての発信が重要になり，そのフォロワ

ーやインフルエンサー（影響力をもつ人）を育てて情報発信に活用すること

も検討してよいかもしれない。従来からのアナログを尊重しながらも，これ

からのデジタルの活用をする事が，各世代に魅力を伝えることが出来る情報

発信の方向と考えられるので，対応をこまめにチェックしていくことが今後

の課題となる。 

 

（５）発信内容の３つの柱  

情報発信には，３つの柱がある。これらを各館の特性に照らして適宜組み

合わせながら発信していくことが重要である。 

①公民館の魅力 

「講座がある」 

「事業がある」 

②発見できる魅力 

「やりたいことを探すことができる」 

「地域や人の課題を解決できるかもしれない」 
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「もし無ければ，公民館と一緒に創ることができるかもしれない」 

③繋がれる魅力 

「人とつながれる」 

「地域とつながれる」 

「異なる世代とつながれる」 

 

（６）キャッチーなワードの活用  

そして，公民館にはこんな講座や事業がある，あったらいいな，そんな情

報を発信するには少しばかり遊び心やキャッチーなワードも活用していいの

ではないだろうか。例えば，国分寺の５つの公民館を「ゴレンジャー」に例

えたアピールをするのはどうだろうか。毎年春夏に各館で開催されている公

民館まつりを，５館同時開催して，『市報 国分寺』や『けやきの樹』を公民

館祭り一色に占拠することはできないだろうか。すでに実施されている「グ

ループ紹介講座」（本多，並木）や「公民館デビュー実例紹介」，「公民館わく

わく体験ツアー」（本多），「並木芸術ギャラリー」（並木）は，公民館未利用

者へ情報を届けられるアプローチになる。各公民館の「講座成功例」，「イベ

ント成功例」には，情報発信のための大切なヒントが蓄積されているため，

これらの成功例をお互いに共有し，自館の向上につなげていくことが肝要と

思われる。 

 

４ 公民館の将来に向けて 

 

公民館を知ってもらうことは，なぜ必要なのだろうか。 

日本では少子高齢化，人口や仕事の減少が進んでいる。終身雇用の就労環

境が変わり，すぐそこに来ている人生100年時代には誰もが，生活の仕方と地
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域を意識しなければならなくなる。いつまでも誰かが守ってくれると楽観ば

かりはできない。足元を見れば，行政の機構改革，経費削減も進んでいる。 

しかし，生活の仕方を意識する時に，居場所も健康も経済も子育ても介護

も趣味も，公民館で探せば見つけることができる。地域を意識しなければな

らない時に，地域をつくる主役は私達になる。地縁でつながる人と人，趣味

や興味でつながる仲間達が，公民館を「地縁同好の場所」としていろいろな

つながりを生み出すことができる。 

このように，強弱はあっても，公民館には様々な「きっかけ」が転がって

いる。この「きっかけ」を多くの市民につかんでもらうためには，まず公民

館に足を運んでもらう必要がある。それには，人々の気持ちを公民館に惹き

つけなくてはならない。 

だからこそ，情報発信が重要である。情報発信を怠れば，将来を担う世代

の人たち，多様な人たちは公民館に来ない。そのため，公民館の将来は情報

発信にかかっている。市民が豊かな気持ちで人生を送るために，そして公民

館がその持続可能性を高めていくために，情報発信の工夫を怠ってはならな

い。 
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むすび―３つの視点に基づく施策推進の条件― 

 

 Ⅱ～Ⅳで述べた各視点に基づく施策を推進することにより，子どもから高

齢者まで，未利用者を含めてあらゆる世代の市民が公民館を利用する可能性

が飛躍的に高まるはずである。そのため，諮問事項の具体的な３つのテーマ，

すなわち(1)幼児から若者の世代にとって身近に感じられる公民館の運営，

(2)就労，子育て等の現役世代が気軽に集える公民館運営，(3)すべての世代

が公民館を舞台につながることができる公民館運営は，これらの施策によっ

て促されると考えてよい。 

 ただし，それにはいくつかの条件が満たされなければならない。 

 第１に，職員の力量の維持・向上である。ⅡとⅢで記述した特色ある現在

の連携事業及び市民参画型の事業企画は，職員の創意工夫と実践力に支えら

れている。Ⅳで述べた情報発信についても，職員のアイデアによって参加者

募集に成功している例は少なくない。そして，各章で提案したことを実現す

るには，さらに力量を向上させることが求められる。効果的な研修や資質の

高い職員の確保が不可欠である。 

 第２に，日常的なコミュニケーションを促進することである。Ⅱでは学校

関係者と公民館関係者の交流，Ⅲでは「顔を合わせて話をする機会」，Ⅳでは

市民と職員のコミュニケーションの重要性があげられていた。いずれも，市

民同士や市民と職員，あるいは公民館関係者とその他の施設・団体の関係者

など，多様な人々の間でコミュニケーションが誘発されるような環境を整え

ておくことが条件となる。 

 第３に，公民館と学校との関係を密にしておくことである。Ⅱ～Ⅳのすべ

てにおいて，子ども・若者と公民館との強固な関係を前提にした提案がなさ

れている。コミュニティ・スクール協議会などを媒介に，公民館と学校，つ
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まり公民館職員と学校の教職員との関係を日常から丁寧に築いていくことが

必要である。 

 以上のように，本答申で提案した３つの視点にもとづく施策は，職員の力

量の維持・向上，日常的なコミュニケーション，公民館と学校との関係とい

った，基礎的な条件を整えることによって推進される。今後における公民館

関係者のさらなる努力により，これらを高いレベルで担保し，諮問事項であ

る持続可能な公民館活動の実現に向けて邁進してもらいたい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈資料編〉 
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資料 １ 
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テーマ別プレゼンまとめ 
  

（１）幼児から若者の世代にとって身近に感じられる公民館の運営について 

    

本多 恋ケ窪 光 もとまち 

・異世代交流事業（平
成 14 年 5 月開始）。
テーマごとに地域の大
人が講師となり，子ど
もと一緒に遊びながら
学ぶ。 

・中庭キッズ水遊び事
業。中庭を活用し，乳
幼児向けの水遊びを行
う。 

・三館合同事業 ひか
りナイトツアー。図書
館，児童館，小学校Ｐ
ＴＡ，青少年育成西地
区委員会などと連携し
て，企画や運営にも携
わる協働参加事業。 

・もとまちこどもキャ
ンパス。学校で学べな
い分野や学校で学んだ
ものをさらに深めるよ
うな取り組みを夏休み
や春休みを中心に企画
し，子どもたちに公民
館を知ってもらえる機
会を作る。 

●子どものときに公民
館を利用し，大人にな
ってからもさらに利用
が活発になる可能性が
ある。 

      

  ・ジュニアサロン学び
の広場事業。フォトグ
ラファーによる写真講
座や，声優による声優
体験講座，地域で切り
絵や折り紙の得意な方
による切り絵折り紙講
座などを実施。 

・ピカロック。スタジ
オ利用グループを中心
に，日ごろのバンド練
習の成果を発表し，音
楽を通した交流を深め
る。当日の運営も分担
して行う。 

  

    ●多世代が企画・運営
に携わりつながること
ができる。 

  

  ・子ども中庭コンサー
ト事業。親子で一緒
に，プロミュージシャ
ンの廃品を使った楽器
演奏を聴き，身近にあ
るものでも音楽ができ
る楽しさを知る。その
後，実際に自分たちで
も廃品楽器を全員で合
奏 

・体験しよう はじめ
ての手話。親子で楽し
く手話を体験してもら
う。言葉以外の表情や
身振りなどによるコミ
ュニケーションを体験
し，自己表現力の向上
を目指す。 

  

  ●やかましいと思う方
もいるかとは思うが，
子どもたちが活動して
いる，声が聞こえると
いうのは，癒される。 

    

 

資料 ２ 
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テーマ別プレゼンまとめ 

（１）幼児から若者の世代にとって身近に感じられる公民館の運営について 

  

並木 全体意見 

・学習支援事業：４つ
のおもしろいはなし～
地域のエキスパートに
学ぶ～。学校や塾の
「勉強」ではなく，身
近な地域の大人による
様々な分野の専門的な
話をきく。 

・子ども向けの企画だとしても，大人の関わり方が大事な構造になって
いる。 
・他市と比べると国分寺市の公民館は子ども向けの講座を多くやってい
る。 
・講座を打てば，興味のある子どもは参加するが，公民館を身近に感じ
ているかは微妙。ふらっと立ち寄る場所がない。 
・子ども農業体験講座では，保護者の方が背中を押して来させてくれ
た。そのお子さんや保護者が，改めて公民館に興味を持ってくれるきっ
かけを作り，それを取り込むことができれば，講座としてはいいのでは
ないか。 
・子ども・若者の中でも小学校の子どもたちをかなりターゲットとした
事業が多く，若者の部分はあまりない。中学生から含めていいが，中学
生，高校生，そして大学生辺りまでを含めた若者の部分をどうするか，
やはりここでは１つの論点として考えなければいけない。 
・恋ケ窪公民館で，一中の生徒さんのＳＤＧｓの発表をされたというこ
とで，中学生，高校生，大学生くらいまでの子どもを主役にして，地域
の人が逆にそれを教わる，聞きに来るみたいなことを企画とする活動を
したらいいのではないか。 
・子どもたちが学校で日常的に学んでいることはたくさんある。それを
発表できる場，そして発表してもらったことに対して大人たちの評価と
か称賛があれば，次にこういうのをやってみたいとか出てくるかもしれ
ないし，それが中高大くらいまで続くといいかな思う。 
・特に中学生，高校生は思春期で回りの目を気にする部分があるので，
１人で公民館に行くというのはすごく行きにくいが，友達何人かでワイ
ワイ行くとなると，行こうかなと思う世代。なので，友達を誘いやすい
企画や，活躍できるような内容の視点が大きくあるのかなと感じる。 
・一番大事なことは，対象としている世代が何をやりたくて，何に困っ
ているのか。あるいは親を含めて，どういうことに困っていて，どうし
たらみんなが喜んでくれるのかというか，親も公民館が必要だというこ
とを想像力豊かにして，あるいはいろいろなところから話を聞いて，把
握していく必要があると思う。そういう意味では，世代の離れた人たち
に対してどういう事業を見ていくのかは，いろいろな形で情報を知っ
て，できるだけ彼らを理解し，寄り添う。彼らが豊かに成長できるよう
に事業をやるということが大事になってくる。 

  

・子ども農業体験講座 
自然に学ぶ 地域で育
つ。農業体験講座の受
講者を講師として指導
を受けながら農業実習
の説明を聞いて農作業
を体験する。 

●参加者の親から一緒
に参加したいという要
望がある物理的・時間
的に難しい。 
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テーマ別プレゼンまとめ 
  

（２）就労，子育て等の現役世代が気軽に集える公民館運営について 

    

本多 恋ケ窪 光 もとまち 

・子どもの力を伸ばす 
～大人のかかわりを考
える。PTA・PTA 連合
会と公民館による協働
講座として，１回目は
対面とオンライン，２
回目，３回目はオンラ
インのみということで
開催。 

・多文化共生講座。外
国にルーツのある子ど
もの学習を支援するこ
との必要性の理解。恋
ケ窪公民館で実施して
いる国際教室事業での
学習支援の担い手を増
やすために国分寺市国
際協会との共催で実
施。 

・お父さん応援講座
「家族と一緒に」。家
族でキャンプの時に必
要な，火おこしやテン
トの張り方など屋外で
活動する際に必要な知
識や技術を習得。防署
指導で，ＡＥＤ講習，
応急救護講習を合わせ
た。託児付き。 

・子育て家庭のマネー
プラン。子どもの教育
費，住宅ローン返済，
老後資金など子育て世
代の「お金」に関する
不安や悩みについて，
正しい知識を学び，知
識を得る。 

    ●キャンプのお父さん
主体に組んだ講座は珍
しい。と同時に，消防
署の指導でＡＥＤの講
習もやったりするとい
うことで，二面性で勉
強できる。こういう組
み合わせというのはす
ごく面白い。 

●マネープランは，今
の人はものすごく関心
があるようなテーマだ
と思う。 

  ・子育て関連講座。①
乳幼児の緊急時に AED
等の活用。②子乗せ自
転車を含む自転車の安
全運転。③ハーブや花
の育て方を講義と実
技。 

・子どもに持たせる初
めてのスマフォ講座。
子どもがスマフォの利
用により犯罪に巻きこ
まれないよう，保護者
が正しい知識習得し，
安心して使用できるた
めに必要な知識を取得
する。 

・子育てを楽にするコ
ミュニケーション術。
コロナ禍で，家庭で子
どもと保護者がいっし
ょに過ごす時間が増
え，保護者と子どもの
コミュニケーションの
重要度がより高くなっ
た。親子間だけでなく,
職場など周囲の人とよ
り良い関係性を築く方
法をロールプレイなど
の実践を通して学ぶ。 

    ●インターネットの付
き合い方はテーマ候補
として毎回挙がるぐら
い，保護者の中の関心
としてはすごく高い
が，複雑で難しいとい
う結論のゆえに，最終
的な学習テーマになり
にくいので，そういう
形でお話を聞ける機会
があるというのはすご
くありがたい。 

●スマホなどの普及で
子どもの人間関係が把
握しにくい状況の中，
思春期をどう付き合っ
ていいか分からないよ
うな，そういう課題を
抱え，ものすごく不安
の中でみんな生活して
いる。そこに寄り添っ
ているいい講座だ。 

  ・くぬぎ教室。18歳
以上で知的障害の方を
対象に実施。 
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テーマ別プレゼンまとめ 

（２）就労，子育て等の現役世代が気軽に集える公民館運営について 

  

並木 全体意見 

・並木コンサート。気
軽にコンサートを楽し
んだり，楽器の奥深さ
などを感じて音楽への
興味につなげたりと，
音楽に触れる機会を作
ることを目的とした事
業。 

・並木はすごくフロアが広い。国分寺高校の作品とか近所の中学校の作
品のとか展示している。すばらしいなと思っている。子どもの作品を飾
ると親が見に来てくれるから，そういうところでうまく使う。生かさな
い手はない。 
・ろくろもそうだが，畑も土をいじって子どもたちがとても喜んでくれ
ている。ろくろの子ども教室もやっている。ただ，窯がなかなか空かな
い。もったいない感じがする。 
・新緑祭りでもやっているそうだが，グループでいろいろ物つくるグル
ープがあるから，やっているところにふらっと行って，ちょっとだけ体
験させてあげるとか，親子で。そういうのをいろいろなグループにどん
どん奨励していくと，少し公民館に足が向かいやすくなるかもしれな
い。グループと連携しながら。 
・幼い子のいる親のための教室からグループ化をしてという流れが大き
くあり，実際グループ化をして活動をやっている団体もあるが，その
後，幼稚園や保育園に入ってしまうと，グループの継続が難しくてそこ
で途絶えてしまうという課題があると聞いている。例えば並木では陶芸
ができるとか，光ではスタジオを使えるとか，それぞれの特徴と結びつ
けるような活動を，教室の中で体験できるようなことがあると，そこの
メンバーでグループ化をしなくても，活動しているグループに参加して
いく流れという可能性もあるのかなと感じている。 
・公民館側も子育て子どもをきっかけみたいな話をずっとしている。た
だ，特に男性の生涯未婚率が 40％とか，女性の未婚率増えている中で，
子育てだけではカバーできないかなりの層がいる。その部分についてど
うしたらいいかという部分も検討してもらいたい。 

●楽器を持たせたり，
一緒に歌ったりすると
すごく楽しんで帰られ
るので続けていただき
たい。 

・実技講座。趣味の世
界を広げるきっかけを
作ることを目的とした
事業。「自由に楽しむ
切り絵」を（全 2 回 
託児付き）で実施。 
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テーマ別プレゼンまとめ   

（３）すべての世代が公民館を舞台につながることができる公民館運営について 

    

本多 恋ケ窪 光 もとまち 

・ロビーコンサート～
クリスマスの夕べ。本
多公民館と「喫茶ほん
だ」との共催事業。コ
ンサートを実施し，障
害者との交流，喫茶ほ
んだの周知も合わせ，
市民が音楽を楽しみな
がら地域の人との交流
や公民館への来館のき
っかけづくりの機会と
する。 

・歴史講座「国登録有
形文化財となった沖本
家住宅」。ふるさと文
化財課との連携事業と
して国分寺崖線付近に
ある国の登録有形文化
財でもある沖本家を中
心に国分寺崖線と近代
の別荘建築について学
ぶ。 

・ピカロック。スタジ
オ利用グループを中心
に，日ごろのバンド練
習の成果を発表し，音
楽を通した交流を深め
る。 

・託児付き写真講座 
撮ってうれしいスマホ
写真。手軽に使えるス
マートフォンのカメラ
で，とっておきの 1枚
を撮影するコツを学
ぶ。講座終了後には，
もとまち公民館で写真
展を開催する。 

●喫茶ほんだで働いて
る障害者の方も参加し
て一緒に事業を行って
いるのはとてもいいこ
とだ。 

    ●今は写真でコミュニ
ケーションをしようと
いうのがトレンド。交
流の材料にもなるし，
国分寺のきれいな場所
の写真コンテストをや
るのも面白いと思う。 

    ・防災学習会。さまざ
まな災害に対して，事
前に備えておくことや
家庭や地域で安全かつ
安心に対応できるよう
必要な知識を学び，実
践に繋がることができ
るための連続講座。 
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テーマ別プレゼンまとめ 

（３）すべての世代が公民館を舞台につながることができる公民館運営について 

  

並木 全体意見 

・並木芸術ギャラリ
ー。令和２年度は約５
か月を２週間ごと，令
和３年度は約５か月を
３週間ごとに分けてガ
ラスケースや公民館ロ
ビーの壁面などに展示
した。 

・人と人とがつながるというと，集まってもらい集会でコミュニュケー
ションをするとか，ワークショップをやるとか，交流のイベントとか，
そういうことを思いがちだが，スマホ写真のことであったり，ギャラリ
ーであったりということは，別に人を集めてそれで交流というのではな
く，何か交流のきっかけになるものをぽんと提供とすると，公民館で会
わなくてもそれをきっかけに交流していく。それもまた公民館の交流拠
点としての１つの在り方なのかなと感じた。 
・１つ事業でも，いろいろなターゲットに向けた告知の方法，20代向け
には託児と見せる，託児は一応あるが，それよりもインスタ映えする写
真を撮って，お孫さんから「いいね」をもらいませんか，という切り口
だと上の世代の方も来る。同じ講座でも違う切り口で広告を出す形で，
結果的にいろいろな世代の方が集まって，共に時間を過ごせるようなや
り方もあるのかなと，そういうやり方ができたら面白いのかなと思っ
た。 
・成功事例として挙がっているものを見ると，活動そのものではなく，
活動の発表の機会として外に表現を出している，それを共有するという
こと自体が，いろいろな世代の方がつながりやすい要素があるのかなと
いう印象を受けた。 
・公民館は部屋貸しする場所だと思っていたが，各館が工夫し事業をや
っている。けやきの樹を見ると，いろいろ参加したくなる。私と同じ感
覚の市民は多いと思うので，より効果的な広報ができるといいと思う。 
・例えばオープンキャンパスのように，３か月に１回くらい公民館をＰ
Ｒするものをやってみて，ＰＴＡの方などいろいろな方を招待し，情報
発信をする。 
・５館あるということも，国分寺の面白さとだと思う。ゴレンジャーで
はないが，各館の色，キャラクターみたいなものによって，アピールで
きるポイントがそれぞれあるという印象。５つをゴレンジャーみたいに
見せ，そういう魅力の使い方というのは，してもいいのかなと思う。 
・ホームページの構成そのものをもっと改善しなければいけない。ま
た，公民館という名前自体がなかなか浸透しにくいので，ニックネーム
をつけるのもどうか。 
・若い世代は新聞や市報をなかなか見ないので，ホームページやＳＮＳ
を活用したＰＲが必要。 

●並木はロビーが広
く，利用者に影響しな
いでこういうギャラリ
ーができるので活用し
ていくといい。 
●飾られると，出した
人も，たまに公民館に
来た人も，知っている
人が出していると会話
のチャンス，きっかけ
になる。 

・並木ギャラリー。活
動の成果を披露する場
が少なくなってきてい
ることから，芸術作品
に限らず公民館活動や
地域のことを広く紹介
できる機会を設けた。 
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『過去６年間に図書館・児童館と連携をした事例』（本多） 

 

  

連携先
（図書館
か児童館
か） 

 連携内容（講座
名・講座の内容，ポ
スター掲示やチラシ
配布などの広報協力 
等） 

対象年齢・
実際の参加
者層・保育
の有無 

 何方
からの
申し入
れで実
施  

実施時期 
実施
時間
帯 

今後連
携を取
りたい
事業の
有無 

連携を
取るに
あたっ
ての課
題 

1 図書館 
新緑まつり（本のリ
サイクル市） 

  双方 毎年５月 午後     

2 児童館 
新緑まつり（異世代
交流事業） 

  双方 毎年５月 １日     

3 

図書館
（ふるさ
と文化財
課） 

三課連携事業（スタ
ンプラリー） 

小学生 
三課合
意 

平成 29～
31年度
（夏期休
業期間） 

開館
時間 

  
コロナ
禍のた
め中止 

4 児童館 児童観劇会 主に小学生 双方 
夏期休業
期間 

    
コロナ
禍のた
め中止 

5 図書館 合同防災訓練   公民館 毎年       

6 
図書館
長・児童
館長 

異世代交流地域協働
事業 

  公民館 毎年３月       

7 図書館 
講座での図書の展
示・貸出 

  公民館 
必要に応
じて 

      

 

『過去６年間に図書館・児童館と連携をした事例』（恋ケ窪） 

  

連携先
（図書館
か児童館
か） 

 連携内容（講座
名・講座の内容，ポ
スター掲示やチラシ
配布などの広報協力 
等） 

対象年齢・
実際の参加
者層・保育
の有無 

 何方
からの
申し入
れで実
施  

実施時期 
実施
時間
帯 

今後連
携を取
りたい
事業の
有無 

連携を
取るに
あたっ
ての課
題 

1 図書館 

基本的には公民館で
実施するすべての講
座，催しのポスター
掲示及びチラシ配布
を依頼 

  公民館 
市報掲載
時 

      

2 図書館 
開催講座に関する関
連図書の展示 

  公民館 
講座開催
前後 

      

3 図書館 
恋ケ窪公民館・図書
館 50周年記念事業
（横断幕作成） 

五・九小及
び一中の児
童生徒 

公民
館・図
書館 

  

      

資料 ３ 
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4 図書館 避難訓練 
利用者（保
育無し） 

双方   

      

5 図書館 公民館祭         有   

6 

学童保育
所（恋ケ
窪公民館
は児童館
が近くに
ないた
め） 

学童に通う児童向け
講座のチラシ配布 

  公民館 
市報掲載
時 

      

 

『過去６年間に図書館・児童館と連携をした事例』（光） 

  

連携先
（図書館
か児童館
か） 

 連携内容
（講座
名・講座
の内容，
ポスター
掲示やチ
ラシ配布
などの広
報協力 
等） 

対象年齢・
実際の参加
者層・保育
の有無 

 何方から
の申し入
れで実施  

実施
時期 

実施
時間
帯 

今後連携を取
りたい事業の
有無 

連携を取る
にあたって
の課題 

1 
図書館と
児童館 

ナイトツ
アー（旧
公民館探
検） 

対象：小学
生・中学生
（低学年以
下は保護者
同伴 
参加者： 
小学生・未
就学児及び
その保護者 
保育は無し 

三館会議
にて，協
議し，実
行委員会
方式で開
催 

年 度
末 の
３ 月
頃 

午後
６時
から
午後
８時 

図書館とは，
絵本の読み聞
かせをする側
の方への養成
講座や朗読講
座 
児童館とは，
絵本の読み聞
かせをする側
の方への養成
講座や公民館
を利用してい
る団体が指導
者となり，講
座 を 開 催 す
る，例えばス
ポ ー ツ 吹 き
矢，子ども向
け造けい講座
などが考えら
れる。   

公民館は全
年齢対象で
あるが，児
童 館 の 場
合，児童厚
生施設のた
め，対象が
18 才未満と
限られる。
また小中学
生は平日昼
間学校があ
るため，時
間制限があ
る。また，
図書館は基
本利用者が
個人利用の
ため，講座
を開催する
側と考えた
場合，職員
は支障無い
が利用者を
集う場合，
困難と考え
る。 
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2 
図書館と
児童館 

ひかり公
民館まつ
り 

対象：全年
齢 
参加者：全
年齢 
保育は無し 

三館会議
にて，協
議し，実
行委員会
方式で開
催 

10月 

10
時か
ら
16
時
（開
会式
は 9
時） 

    

 

『過去６年間に図書館・児童館と連携をした事例』（もとまち） 

  

連携先
（図書館
か児童館
か） 

 連携内容
（講座名・講
座の内容，ポ
スター掲示や
チラシ配布な
どの広報協力 
等） 

対象年齢・
実際の参加
者層・保育
の有無 

 何方から
の申し入
れで実施  

実施
時期 

実施時間帯 

今後連
携を取
りたい
事業の
有無 

連携を
取るに
あたっ
ての課
題 

1 図書館 

講座にちなん
だ特集コーナ
ーを図書館入
り口に設置 

－ 図書館 
そ の
都度 

開館時間帯     

2 
図書館・
児童館 

ふれあいまつ
り ・も とま
ち，共同開催 

無 三館合意 
毎 年
10月 

      

3 児童館 
クリスマス会
へのサンタク
ロース派遣 

未就学児・
小学生 

公民館 12月       

 

『過去６年間に図書館・児童館と連携をした事例』（並木） 

  

連携先
（図書
館か児
童館
か） 

 連携内容（講座名・講座の内
容，ポスター掲示やチラシ配布
などの広報協力 等） 

対象年
齢・実際
の参加者
層・保育
の有無 

 何方
からの
申し入
れで実
施  

実施
時期 

実施
時間
帯 

今後
連携
を取
りた
い事
業の
有無 

連携
を取
るに
あた
って
の課
題 

1 

図書
館・児
童館 

子どもまつり（共催） どなたで
も・保育
なし 

三館合
意（毎
年度） 

９
月・
11月 

10
時～
15
時 

継続
予定 

  

2 

図書館 公民館まつり（共催） どなたで
も・保育
なし 

二館合
意（毎
年度） 

5月 10
時～
16
時 

継続
予定 
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3 

図書館 避難訓練：防災講座の一部とし
て実施。消防署職員に来てもら
い，図書館を含めた建物全体で
の避難訓練を行う。  

どなたで
も・保育
なし 

二館合
意（毎
年度） 

3月 10
時～
正午 

継続
予定 

  

4 

図書館 共催：並木図書館・並木公民館 
講座名：「防災講座 Dr.ナダレ
ンジャーと一緒に自然災害を実
験で解き明かそう」 
内 容： 納口恭明さん，罇優
子さん（防災科学技術研究所）
を講師に迎え，災害を引き起こ
す自然現象を，身近な材料を使
ってミニチュアで再現するサイ
エンスショー形式で突風・落
石・雪崩・土石流・液状化現
象・地震による建物揺れのメカ
ニズムをわかりやすく学べる講
座。 

どなたで
も・保育
なし 

図書館 9月 13
時半
～
15
時半 

有   

5 

図書館 共催：並木図書館・並木公民館 
講座名：講演会「紙芝居の世
界」，地域交流事業：まちなか
の環～見て創って演じて楽しん
で～ 
内容：絵本・紙芝居作家の「や
べみつのり」さんを講師に迎
え，講演会と，地域交流事業
「まちなかの環」で自分たちで
考えた紙芝居を作り，発表会で
実際に発表する。 
協力：「おはなしのくにピッピ
(読み聞かせのグループ)」に，読
み方・表現の仕方について学
び，「ゆずの木アトリエ(真鍋さ
ん）」に紙芝居の絵の表現や素
材の工夫を学ぶ。 

どなたで
も・保育
なし 

図書館 10月
～12
月 

15
時～
16
時半 

-   
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情報発信から見た講座の成功例・失敗例  

   

  成功例 失敗例 

本多公民館 

P 連との共催事業「教育講座」では P
連の連絡網を活用し広報を行ったこと
により，参加増につながった。 

若者支援学習会チラシを配布した際，
詳しい内容を書いていないため，「思
ったのと違う講座だった」という意見
があった。 

地域協働事業では，町内会との連携
で，回覧板や町内掲示板にチラシ・ポ
スターを掲示してもらった。より多く
の地域の方に講座を知ってもらえた。 

  

恋ケ窪公民館 

国際教室事業において継続的に学校に
ポスター掲示及びチラシ配布を行った
結果，学校のスクールソーシャルワー
カーの目に留まったことにより，参加
対象者の増となったと考えられる。 

SNS，ホームページ，ポスター掲示，
チラシ配布，掲示板掲示など行った
が，参加者が増えなかった例はある
が，それが失敗と感じることはない。 

利用者への直接の声掛けにより口コミ
で広がったケースもある。口コミでの
広がりが出来れば成功例のひとつだと
感じる。 

  

光公民館 

ピカロックの当日配信とアーカイブ配
信により，多くの方に見てもらえた。 

防災学習では，ツイッターなど使用し
参加を促したが多くの参加者を得られ
なかった。 

もとまち公民館 

「タイの地獄寺と民主化」は Twitter
で広く拡散（インプレッション数 4.1
万）し，市外を含め，多くの方に応募
があった。 

「もとまち上映会（パンダコパン
ダ）」は，作品の周知度と内容が良か
ったのにもかかわらず，来場者が少な
かった。情報発信の問題だったのか，
平日昼間という日程の問題だったのか
はわからない。 

「もとまち上映会（パウ・パトロー
ル・ザ・ムービー）」は近隣の小学校
低学年，保育園等にチラシを配布する
とともに，自治会掲示板を借用して周
知した。飛び石の祝日に実施したため
想定をはるかに超える方が来場され
た。 

  

並木公民館 

保育付き講座：ぶんちっち，親子ひろ
ばなどで職員や，過去の経験者が直接
説明することで参加につながった。 

学習支援事業：広報内容が漠然としす
ぎたため何をする事業なのかが伝わら
なかったのではないかと思われる。 

 

資料 ４ 
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第４期 国分寺市公民館運営審議会委員名簿 

◎…委員長 ○…副委員長 

任期：令和３年７月１日～令和５年６月 30 日 

根拠：国分寺市立公民館設置及び管理に関する条例（12 人以内） 

正 副 氏  名 略歴など 委員区分 

 坂 本  真 司 市民公募委員 第１号 

 新 井    満 市民公募委員 第１号 

 菅 本  高 代 本多公民館利用者 第２号 

 鈴 木  まき子 恋ケ窪公民館利用者 第２号 

 萩 原  勝 彦 光公民館利用者 第２号 

○ 田 中  英 郎 もとまち公民館利用者 第２号 

 戸 澤    司 並木公民館利用者 第２号 

 堀 田  直 樹 国分寺市立第三小学校長 第３号 

◎ 田 中  雅 文 日本女子大学名誉教授 第４号 

 諏 訪  玲 子 国分寺市立小・中学校ＰＴＡ連合会 第５号 

 有 馬  千 佳 社会福祉法人国分寺市社会福祉協議会 第６号 

 笹 井  宏 益 玉川大学学術研究所特任教授 第７号 

国分寺市立公民館設置及び管理に関する条例第８条 第１号＝公募により選出された市民，第２号＝

公民館利用者，第３号＝学校教育の関係者，第４号＝社会教育の関係者，第５号＝家庭教育の向上に

資する活動を行う者，第６号＝社会福祉関係団体の代表者，第７号＝学識経験のある者 

 

備考 令和３年７月１日から令和４年３月 31 日まで牛田純一委員が社会福祉関係団体の代表者とし

て委嘱されていたが退任し，令和４年４月１日から有馬千佳委員が委嘱された。 
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